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Ｎｏ．１５  一級河川 矢上川 河川改修事業 

３）評価対象事業の位置づけ 
 県の計画：・かながわグランドデザイン 第２期実施計画 主要施策・計画推進編

「川崎・横浜地域圏 安全で安心してくらせるまちづくり 自然災害への対策」に位置づけ 

      ・神奈川県地域防災計画（風水害等災害対策計画） 

       「第２編 風水害対策編 第１章 災害に強いまちづくり 第３節 治水対策」に位置づけ

・かながわの川づくり計画 

「都市河川重点整備計画（新セイフティリバー）」対象河川に位置づけ 

 市の計画：・川崎市地域防災計画 

        「第２部 予防計画 第２章 河川の対策 第２節 河川の整備」に位置づけ

事業地周辺図 

都市河川重点整備計画（新セイフティリバー）対象河川 

【再評価】  

矢上川 

計画降雨強度 概ね 60mm/hr 

年超過確率 1/10 

都市河川重点整備計画（新セイフティリバー） 

過去の大雨で水害が発生した河川や都市化の進

展が著しい地域を流れる 18 河川について重点

的に整備を進める。平成 22 年改定。 

評価対象区間 L1＝4.13ｋｍ 

評価対象区間 

L2＝0.19ｋｍ 

評価対象区間（L1＋L2）＝4.32ｋｍ 

審議資料２
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【再評価】 
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◆ チェックリスト

（１）事業の必要性等に関する視点

①事業を巡る社会経済情勢 

ア）地域の状況

・評価対象区間周辺には、地域の主要な幹線道路である市道尻手黒川道路や県道 14

号（鶴見溝の口）、県道 45 号（丸子中山茅ケ崎）、川崎市の防災拠点である子母

口小学校、東橘中学校等が位置する。 

イ）地元の意識

・本河川が流れる川崎市は、地元住民の人命及び財産の保護のため、事業の早期完成

を望んでいる。

 ウ）事業地の状況

   ・昭和 30 年代より鶴見川流域全体で、市街化が急激に進んでいる。

Ｎｏ．１５  一級河川 矢上川 河川改修事業 

【再評価】 

出典：鶴見川流域水害対策計画 

矢上川流域の土地利用の変遷

矢上川 矢上川 

矢上川 矢上川 
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※B/C 算定時の氾濫シミュレーションは、河川改修の事業効果を把握するために行ったも

のであり、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保すること等を目的とした水防法に基づく

洪水浸水想定区域とは異なる。 

B/C 算定時の氾濫シミュレーション 水防法に基づく洪水浸水想定区域 

計
算
条
件

降雨
評価対象区間の目標とする降雨 

概ね 60mm/時間(年超過確率 1/10) 

想定最大規模降雨 

792mm/48 時間 

区間
評価対象区間 

および下流整備済み区間の一部 
全区間（県管理区間）

※矢上川では、水防法の改正に伴い、想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定

区域図を平成 28 年 8 月 2 日に公表している。 

水防法に基づく洪水浸水想定区域図は、下記 URL 参照（神奈川県 HP） 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f3747/p1039490.html#yagami

※市町村は、県が作成した水防法に基づく洪水浸水想定区域図に避難所等の情報を加えたハ

ザードマップを作成・公表している。 

市町村が公表しているハザードマップは下記 URL 参照（国土交通省） 

http://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000018174.html

③関係する地方公共団体等の意見

  鶴見川流域では、市街化が進展し、浸水による甚大な被害が想定されることから、水害に対する

地元の関心が高く、矢上川地下調整池の早期整備の要望が望まれている。

（２）事業の進捗の見込みの視点 

①事業の進捗状況 

■事 業 化 年 度：平成２１年度

  ■用 地 着 手 年 度：平成２１年度

■用 地 取 得 率：100％ 

■進 捗 率：18.2％ 

■供 用 率：０％ 

■残事業の内容等：地下調節池（発進立坑、トンネル、流入施設等）

②これまでの課題に対する取り組み状況 

     本事業は、一般の河川事業に比べ、短期に集中して多額の事業費を必要とする。現在は、

国から配分された限られた交付金の枠の中で、他の河川事業とともに事業を進めているが、

事業費の計画的な確保が課題となっている。 

そこで、通常の交付金とは別枠となる、本事業の様な大規模事業を対象とする新たな補助

制度の創設など、制度の拡充について、国に鋭意要望している。 

 ③今後のスケジュール

引き続き、事業を継続し、平成３７年度の完成を目指す。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 
■コスト縮減方策 
中間立坑本体工事においては、約３万 m3の掘削土が発生したが、通常の処分地以外

に、そのうちの約６千 m3を、様々な関係機関と調整し工事間流用することが可能とな

った。そこでの処分費はゼロとなったことから、直接工事費で約２千万円のコスト縮減

が可能となった。 

■代替案立案等の検討 

河道拡幅や地上遊水地の整備は、沿川の市街化により地域に及ぼす影響が大きく困

難であることや、用地取得や主要施設となる中間立坑工事が既に完了していることか

ら、現計画の地下調節池による整備が最善である。 

また、現行案によるシールド工法による整備手法についても、事業費削減等の観点

から精査した結果、NATM 工法による手法や、トンネル径や本数を変更する手法など

の代替案と比べ、工期的にも経済的にも優位なため、現計画による整備が最善である。 

現況写真 

◆対応方針（案）

Ｎｏ．１５ 一級河川 矢上川 河川改修事業 

継続 

【理由】 

本事業は、河道の流下能力の不足から浸水被害が発生している中、地下調

整池を整備し洪水を調節し、治水安全度の向上を図るなど、必要性に変化は

なく、重要性は依然として高いことから、事業を継続する必要があると判断

する。 

【再評価】 

【発進立坑周辺の状況】

着手前 航空写真

発進立坑位置

リニア中央新幹線

梶ケ谷非常口施工ヤード

矢上川
本川上仮設構台 発進立坑位置

【中間立坑周辺の状況】

トンネル到達部

中間立坑工事時の状況

準備工（仮桟橋完了）

中間立坑工事時の状況（中間立坑内部）

中間立坑本体工完成状況

中間立坑本体工完成の状況

H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

年度

発進立坑部

中間立坑部

トンネル部

項目

発進立坑 流入施設工 流入施設工 流入施設工 流入施設工
流入施設工

流入施設工 流入施設工 流入施設工 流入施設工 流入施設工 付属施設付属施設

付属施設

排気立坑
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